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開催趣旨 
 

一般社団法人飼料用米振興協会は、2008 年（平成 20 年）に起きた世界的な穀物相場の高騰

の際に、国内の畜産農業を守り、食料自給率の向上などを目的に開催された「学習会」を起点に

組織された「超多収穫米普及連絡会」が出発点です。 

こうした「学習会」の流れをくむ本シンポジウムは、様々な研究や事業、消費に至る飼料用米

の一貫した様々な取組を理解していただく「集い」として企画しており、消費者、主婦をはじめ、

配合飼料メーカー、物流事業者、保管事業者、農業協同組合、農事法人、農家、研究者、学生な

ど、様々な方が日本における水田のフル活用、そして飼料用米の利活用について共に考え、交流

する場となることを目的としております。 

 

2015 年（平成 27 年）以降、5 回目の開催となる本年度は、日本の米政策にとって大きな転

機となった年でした。これからは、行政による生産数量目標の配分に頼ることなく、農業者自ら

がマーケットの動向等を見ながら、自らの経営判断や販売戦略に基づき需要に応じた生産を行っ

ていく必要があります。 

今年のシンポジウムでは、こうした農業を取り巻く環境の変化の中、食料自給率の向上といっ

た命題がなお重要性を増していることに鑑み、改めて飼料用米の今後の方向性を探ろうと試みて

おります。 

本シンポジウムにご参加の皆様が、これを機に改めて飼料用米の重要性に気づき、また皆様が

起点となってその気づきを広めていただくきっかけになれば幸いです。 

 
 

 
飼料用米普及のためのシンポジウム2019 

主催：一般社団法人日本飼料用米振興協会 

後援：農林水産省 

 

「飼料用米多収日本一」表彰式 
主催：一般社団法人日本飼料用米振興協会・農林水産省 

後援：全国農業協同組合中央会、全国農業協同組合連合会、協同組合日本飼料工業会 

協力：日本農業新聞 

 

「飼料用米活用畜産物ブランド日本一」表彰式 
主催：一般社団法人日本養豚協会 

後援：農林水産省、全国農業協同組合中央会、公益社団法人中央畜産会 
 

 

表紙の写真説明 

2019 年2 月に竣工した有限会社鈴木養鶏場の飼料用米保管サイロ 

提携農家（大分県日出町軒の井生産組合の佐藤代表）の飼料用米圃場。左：佐藤さん、右：鈴木さん。 
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飼料用米普及のためのシンポジウム２０１９ 

プログラム 

 
１ 開会             11:00 

開会挨拶 

  一般社団法人日本飼料用米振興協会 理事長 海老澤惠子 

  日本生活協同組合連合会 常務理事     山本 克哉 

  農林水産省政策統括官付穀物課長      堺田 輝也 

 

２ 基調講演         11:20 

 「飼料用米の推進について」 

農林水産省生産局畜産部飼料課長  犬飼 史郎 

 

（休 憩） 

 

３ 表彰式         13:00 

 「飼料用米多収日本一」表彰式 

 「飼料用米活用畜産物ブランド日本一」表彰式 

 

（休 憩） 

 

４ 活動報告・講演        14:30 

（１）「飼料用米を取り扱って10年、今後に期待する！」 

有限会社鈴木養鶏場 代表取締役会長  鈴木 明久 

（２）「こめたまごの販売による飼料用米の普及拡大の取組」 

昭和鶏卵株式会社 代表取締役社長  不破 恒昭 

（３）「飼料用米の新品種開発の現状と今後」 

一般社団法人日本飼料用米振興協会 理事  信岡 誠治 

（４）「協同組合連携の取り組みについて～生産者から消費者までの協同を広げる～」 

一般社団法人日本協同組合連携機構（JCA） 常務理事  青竹  豊 

 

５ 総括質疑              16:15 

 進行：一般社団法人日本飼料用米振興協会 理事 信岡 誠治 

 

 

６ 閉会          17:00 

 閉会挨拶 一般社団法人日本飼料用米振興協会 副理事長 加藤 好一 
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資料展示 

会場：ロビー 

太陽工業株式会社 

飼料用米の屋外・常温保管ユニット、防疫対策としての通路改良剤など 

昭和鶏卵産業株式会社 

オール国配合飼料使用鶏卵：和のしずくなど 

株式会社平田牧場 

飼料用米給与の金華豚・三元豚 

有限会社鈴木養鶏場 

飼料用米生産者との提携、飼料用米を給与した卵、有精卵、スイーツ、鶏肉 

東都生活協同組合 

飼料用米育ちの米たまごなど 

一般社団法人日本飼料用米振興協会（監修・信岡誠治） 

飼料用米の役割と飼料用米の低コスト生産など 

 

 

試食会 

会場：会議室 

有限会社鈴木養鶏場 

飼料用米を給与した鶏卵を使用したスイーツ 

昭和鶏卵産業株式会社 

オール国産配合飼料使用鶏卵のゆでたまご 

株式会社平田牧場 

飼料用米給与の金華豚・三元豚のシャブシャブ 

 

 

意見交流懇親会 

会場：上海・四川料理 「美味しい屋」 

東京大学正門前 

シンポジウム終了後、希望者による意見交流懇親会を開催します（17:30～、会費制3,500 円）。

事前のご登録がなく、当日参加をご希望される方は、受付にてお申し出ください。 
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飼料用米普及のためのシンポジウム２０１９ 

 
主 催  ：一般社団法人 日本飼料用米振興協会 
正社員  ：生活クラブ事業連合生活協同組合連合会 

全国農業協同組合連合会 

木徳神糧株式会社 

昭和産業株式会社 

株式会社秋川牧園 

シンジェンタジャパン株式会社 

中国工業株式会社 

ヤンマーアグリジャパン株式会社 

中野区消費者団体連絡会 

ＮＰＯ未来舎 
賛助会員 ：日本生活協協同組合連合会 

生活協同組合おかやまコープ 

庄内みどり農業協同組合 

栃木県開拓農業協同組合 

株式会社平田牧場 

ＪＡ加美よつば農業協同組合 

滋賀県飼料米利活用推進協議会 

太陽工業株式会社 

      株式会社木村牧場 
協賛団体 ：東都生活協同組合 生活クラブ事業連合生活協同組合連合会 

 

飼料用米多収日本一表彰式 

主 催 ：一般社団法人日本飼料用米振興協会 ・ 農林水産省 

後 援 ：全国農業協同組合中央会  全国農業協同組合連合会  協同組合日本飼料工業会 

協 力 ：日本農業新聞 

 

飼料用米活用畜産物ブランド日本一表彰式 

主 催   ：一般社団法人日本養豚協会 

後 援   ：農林水産省、全国農業協同組合中央会、公益社団法人中央畜産会 
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14:55～15:20 活動報告 昭和鶏卵株式会社 代表取締役社長 不破 恒昭  

「飼料用米を使用した鶏卵の販売普及拡大について」 
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